
小
中
学
校
入
学
式

き
ょ
う
か
ら
１
年
生

4
5

春
の
上
田
城
跡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
を
歩
く
！

4
8

第
48
回

上
高
地
開
山
祭

今
年
度
の
役
員
紹
介

変
わ
り
ま
し
た！

4
27

大
野
川
小
の
入
学
式
。
か
わ
い
い
１
年

生
が
上
級
生
に
大
歓
迎
さ
れ
ま
し
た

▼

▼

安曇小の新入生は、やる気に満ちてき
らきらしている男の子たち

▲

島々の保存会による獅子舞が今年も
大人気

▲

約 3,500 人の登山者や報道陣で
にぎわいました

来賓として祝辞を述べ、「山の
日」への抱負を語る菅谷昭市長

▲

お
め
で
と
う

　

こ
の
春
、
安
曇
小
学
校
２
名
、

大
野
川
小
学
校
７
名
の
新
１
年
生

が
誕
生
し
ま
し
た
！

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
返
事
、
先
生

の
顔
を
見
て
う
な
ず
き
な
が
ら
一

生
懸
命
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝
で
す
。

　

成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
市
民
歩
こ
う
運
動
事
業
」

の
一
環
と
し
て
企
画
し
た
、

楽
し
く
歩
い
て
健
康
に
な
っ

て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
参
加
し
た
約
30
人
は
、

上
田
城
の
お
堀
の
外
周
を
満

開
の
桜
を
愛
で
つ
つ
そ
れ
ぞ

れ
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、
城
跡

内
の
「
信
州
上
田
真
田

丸
大
河
ド
ラ
マ
館
」
も

見
学
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
７
月
15
日

（
金
）
美
ヶ
原
高
原
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
国
民
の
祝
日「
山
の
日
」

（
8
月
11
日
）
を
前
に
、
上
高
地

の
観
光
シ
ー
ズ
ン
が
開
幕
し
ま
し

た
。
初
夏
を
思
わ
せ
る
好
天
に
恵

ま
れ
、
山
の
安
全
を
願
う
神
事
の

後
は
訪
れ
た
人
に
祝
い
酒
と
や
き

と
り
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○
は
新
任

◆
安
曇
公
民
館

館
　
長　
　

上
條　

敦
重

○
主
　
査　
　

小
原　
　

稔

○
臨
　
時　
　

麻
生　

光
子

◆
町
内
公
民
館
長

※
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
大

野
川
、
鈴
蘭
、
白
骨
温
泉
の

３
町
会
が
合
併
し
て
大
野
川

区
町
会
と
な
り
、
公
民
館
も

６
館
と
な
り
ま
し
た
。

○
会
長　
大
野
川
区　

奥
原　

松
利

副
会
長　

稲　

核　

阿
部　

克
美

大
野
田　

深
澤　

篤
志

　
　

島　

　々

斎
藤　

高
一

　
　

橋　

場　

加
藤　

文
章

　
　

沢　

渡　

佐
藤　

紀
夫

◆
公
民
館
報
編
集
委
員

百
瀬　

一
美
（
大
野
田
）

奥
原　

勝
美
（
島　

々
）

高
田　

由
里
（
橋　

場
）

有
馬　

展
代
（
稲　

核
）

赤
穂　

武
美
（
大
野
川
）

◆
全
市
版
編
集
委
員〇

上
條　

祐
史

　

本
号
よ
り
裏
面
の
制
作
を
安

曇
、
大
野
川
両
中
学
が
担
当
し
、

中
学
生
の
視
点
と
言
葉
で
学
校

や
地
域
の
話
題
を
お
届
け
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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● 安 曇 地 区 ●

754世帯

H28 . 5 . 1 現在

男
女

合　計

820人
810人

1,630人



パンフレットの意見を出し合う２年生７名

は
ん
な
り
と
着
物
姿
で
パ
チ
リ

▼

安曇校と仲良く大仏殿前で▲

新入生、とっても素敵な
笑顔です

▲

『
入
学
式
』

『
入
学
式
』

〜 

１
年
生
が
３
年
生
に
感
想
を
聞
き
ま
し
た 

〜

〜 

１
年
生
が
３
年
生
に
感
想
を
聞
き
ま
し
た 

〜

４
月
５
日

『
修
学
旅
行
』京
都
・
奈
良

『
修
学
旅
行
』京
都
・
奈
良

４
月
13
〜
15
日

〜 

３
年
生
が
新
入
生
に

　

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た 

〜

　

中
学
１
年
の
４
月
。「
安
曇
地

区
調
べ
」
で
ク
ラ
ス
全
員
が
言
っ

た
の
は
「
安
曇
は
い
い
と
こ
ろ
」。

そ
れ
で
聞
い
た
り
調
べ
た
り
し

て
、
安
曇
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
。
ま
だ
途
中
で
す
が
、
私
た
ち

２
年
生
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

安
曇
地
区
で
最
も
有
名
な
上
高

地
。
昔
、
神
垣
地
と
書
か
れ
、
神

の
領
域
（
垣
内
）
と
。
今
は
特
別

名
勝
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
。

一
番
人
気
の
河
童
橋
。
調
査
に
よ

る
と
、「
カ
ッ
パ
が
い
て
、
人
を

川
の
中
に
引
き
摺
り
込
ん
だ
!?

と
。
実
は
河
原
の
石
が
水
で
滑
り

や
す
か
っ
た
か
ら
？
が
現
代
の
解

釈
。
ま
た
、
小
説
家
芥
川
龍
之
介

の
作
品
『
河
童
』
か
ら
き
た
、
と

い
う
説
も
。
ま
た
は
、
衣
類
を
ぬ

ら
さ
な
い
よ
う
頭
に
乗
せ
、
川
を

渡
っ
た
人
々
の
姿
が
河
童
に
見
え

た
、
と
い
う
説
も
。
上
高
地
の
人

気
の
他
の
理
由
は
、水
が
き
れ
い
。

紅
葉
が
き
れ
い
。
野
生
動
物
が
見

た
い
、
な
ど
。
外
国
人
観
光
客
に

も
大
人
気
。
上
高
地
に
訪
れ
る
観

光
客
の
約
30
％
を
占
め
ま
す
。 

　

安
曇
地
区
に
あ
る
『
雑
炊
橋
の

伝
説
』。
昔
、
雑
炊
橋
の
場
所
に

橋
が
な
い
頃
、
男
性
と
女
性
が
恋

を
し
ま
し
た
が
、
二
人
は
い
つ
も

川
を
は
さ
ん
で
話
を
し
て
い
ま
し

た
。「
川
を
渡
る
橋
が
あ
れ
ば
い

つ
で
も
会
え
る
の
に
」
と
思
い
つ

き
、
食
べ
物
を
雑
炊
だ
け
に
し
て

節
約
し
、お
金
を
少
し
ず
つ
た
め
、

20
年
た
っ
て
や
っ
と
橋
を
作
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
『
雑
炊
橋
』
と
い

う
名
前
に
。

　

次
に
、
安
曇
地
区
の
山
。
特
に

私
た
ち
が
昨
年
７
月
に
登
っ
た
奥

穂
高
岳
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
り
の

話
し
合
い
を
し
て
い
た
時
に
、
安

曇
の
観
光
と
い
う
と
一
番
先
に
出

て
き
た「
山
」。標
高
３
１
９
０
ｍ
、

国
内
第
３
位
の
高
山
。
登
山
者
に

と
っ
て
は
上
級
者
向
き
。し
か
し
、

そ
の
険
し
さ
に
挑
戦
し
た
い
と
い

Ｑ 

制
服
を
着
て
ど
ん
な
気
持
ち
で

す
か
？

●
中
学
生
に
な
っ
た
と
い
う
ワ
ク

ワ
ク
し
た
気
持
ち
で
す
。

Ｑ 

先
輩
の
こ
と
を
ど
う
思
い
ま
し

た
か
？

●
自
分
よ
り
上
の
立
場
に
い
る
方

た
ち
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ 

小
学
校
と
中
学
校
と
の
違
い
は

何
で
す
か
？

●
勉
強
も
そ
う
で
す
が
、
部
活
動

が
あ
っ
て
帰
る
時
間
な
ど
が
ち
が

う
人
の
心
を
ひ
き
つ
け
る
素
晴
ら

し
い
山
『
奥
穂
高
岳
』。

　

安
曇
中
と
大
野
川
中
１
年
生
は

合
同
で
登
山
を
続
け
昨
年
で
15
回

目
。
３
日
間
で
歩
い
た
時
間
は
約

20
時
間
。
歩
い
た
標
高
差
は
約
１

７
０
０
ｍ
。
登
山
の
思
い
出
は
、

他
の
登
山
者
さ
ん
と
の
交
流
と
、

頂
上
で
、
ガ
ス
に
覆
わ
れ
て
い
た

視
界
が
一
瞬
開
け
、
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
大
き
な
感
動
と
達
成

感
。
登
山
を
通
し
て
改
め
て
知
っ

た
、
山
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
得

ら
れ
る
い
い
と
こ
ろ
、
安
曇
地
区

に
は
欠
か
せ
な
い
宝
と
い
う
こ
と
。

　

夏
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
完
成

し
配
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

一
番
楽
し
か
っ
た
所
は
？

●
清
水
寺
で
す
。
着
物
を
着
て
清

水
の
舞
台
に
立
つ
と
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
し
た
。
た
だ
雨
だ
っ
た
こ
と
が

残
念
で
す
。
金
閣
寺
は
快
晴
で
す

ご
く
ま
ぶ
し
か
っ
た
で
す
が
、
人

が
多
く
て
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ 
奈
良
の
大
仏
は
？

●
首
が
痛
く
な
る
く
ら
い
大
き
く

う
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ 

中
学
校
で
楽
し
い
こ
と
、
大
変

な
こ
と
は
？

●
ど
ち
ら
も
部
活
動
で
す
。

Ｑ 

こ
れ
か
ら
の
中
学
校
生
活
の
目

標
は
何
で
す
か
？

●
早
く
中
学
校
生
活
に
慣
れ
る
こ

と
と
、
勉
強
に
お
く
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。て

迫
力
が
あ
り

ま
し
た
。
手
も

大
き
く
て
手
相

ま
で
描
か
れ
て

い
て
す
ご
か
っ

た
で
す
。

Ｑ 

京
都
の
町
並

み
は
ど
う
で
し

た
か
？

●
心
か
ら
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
場
所
で
し
た
。
普
段
生
活
し
て

い
る
自
然
の
中
と
は
少
し
違
っ

て
、
昔
な
ら
で
は
の
お
店
や
坂
道

で
、
京
都
の
人
の
し
ゃ
べ
り
方
に

す
ご
く
落
ち
着
き
ま
し
た
。

※
大
野
川
中
は
全
校
生
徒
か
ら
各

回
２
人
で
担
当
し
ま
す
。
今
回

は
中
澤
希
帆
（
中
３
）・
小
林
芽

衣（
中
１
）が
お
届
け
し
ま
し
た
。
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